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10 時 0 分から 19 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

主な行事等

長期休暇や土曜日には地域でのイベントや施設への外出を企画・実施しています。

毎月のお誕生日会も実施しています。

（別添資料１）

家族支援

送迎の際やケア記録等にて利用者様の様子をご家庭と共有します。

また保護者様の要望に応じて、事業所や居宅・電話にて相談をお受け致してお

ります。
移行支援

利用者様の状況(入園・入学・進学・卒業)に応じて、園・学校・他事業

所・相談支援事業所に必要な情報共有を行い、移行を意識した支援を行

います。

地域支援・地域連携

地域の方も一緒に参加できるイベントを催したり、こども食堂などの地域の

方々と触れ合えるよう計画・実施していきます。

地域の企業への工場見学を実施しています。
職員の質の向上

事業所内研修や県・市が開催する研修会に積極的に参加し、職員の資質

の向上を図っています。

支　援　内　容

肢体不自由のある利用者の方はPTが身体機能・日常生活動作の評価を行い、QOLの向上を目的とし、手足・体幹・感覚の発達を支援します。

発達障がいのある利用者の方には気持ちを落ち着かせる(感情のコントロール)・日常生活を送るうえで基本的な生活リズム・身辺処理について学習、活動を通して理解を深めていただ

きます。

肢体不自由のある利用者の方は個別支援にて手足の運動・体幹の安定の訓練・リラクゼーション等を実施し、身体機能の維持・向上を目指していきます。

発達障がいのある利用者の方は運動面での不器用さ・体幹の保持を身体を動かす遊びや活動を通して楽しみながら取り組んでいただきます。

年齢・体格に応じた身体面の負荷にも配慮し、支援内容を実施します。

本

人

支

援

肢体不自由のある利用者の方は自分から周囲にヘルプが出せるよう支援します。

また、身辺処理等の自立を意識し、自ら取り組むことが出来るよう支援します。

発達障がいのある方には見通しを持って行動していただけるよう、視覚支援（絵カード）にて個々の利用者の事業所での活動の流れを提示しています。

言葉でのやり取りが難しい利用者の方は絵カード等のツールを活用していただき、気持ちや要求を支援者・友達に伝えられるよう支援します。

自分の気持ちを言葉で他者に伝えることや友達との関りを通して楽しかったこと・困ったことを伝えられるよう支援者が気持ちを汲み取ることで、コミュニケーション能力を養います。

個別または集団でソーシャルスキルトレーニングを実施し、社会でのルールや道徳を学び、日常生活で活かせるよう支援します。

支援方針 児童発達管理責任者・専門職(PT・児童指導員)によるアセスメントを行い、個々に必要とされる支援を検討・実施していきます。

安心と信頼関係をベースに、利用者様の自己決定を尊重しながら自己効力感（きっと自分で出来るという気持ち）を高め、主体性を持って行動する力を養います。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念

ひとりひとりの恵みGraceを大切に育てていこう

笑顔Smile・楽しさAmusement・穏やかにPeaceful

出来ることは無限大！！

事業所名 ひまわり 作成日支援プログラム（参考様式）


